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サウナはくさん 利⽤規約 
 

最終改正 令和５年５⽉２０⽇ 

 

（必ずお読みください。） 

第１条 サウナはくさん（以下「当サウナ」という。）では、お客様が安全かつ快適に 

お過ごしいただくため、次のとおり利⽤規約を定めております。本規約に同意い 

ただけない場合には、ご利⽤をお断りします。⼜今後のご利⽤についてもお断り 

します。 

 

（安全なご利⽤のために） 

 第２条  次の⽅は当サウナをご利⽤できません。 

（１） 医師から⼊浴を禁⽌されている⽅ 

【禁忌症、急性疾患（特に熱のある場合、活動性の結核、悪性腫瘍、重い

⼼臓病、呼吸不全、髄不全、出⾎性疾患、⾼度の貧⾎、その他の⼀般に病

勢進⾏中の疾患】 

（２） 妊娠中（特に初期と末期）の⽅ 

（３） 出⾎を伴う⽣理中の⽅ 

（４） 感染症及びその疑いがある⽅ 

（５） 泥酔及び飲酒されている⽅ 

（６） １２歳以下の⽅ 

（７） 利⽤に関し、法令の規定、公の秩序若しくは善良の⾵俗に反する⾏為をす

るおそれがある⽅ 

（８） 次のイからハに該当する⽅ 

イ 暴⼒団員による不当な⾏為の防⽌等に関する法律（平成３年法律第７ 

７号）第２条第２号に規定する暴⼒団、暴⼒団準構成員⼜は暴⼒団関係 

者、その他の反社会的勢⼒ 

ロ 暴⼒団⼜は暴⼒団員が事業活動を⽀配する法⼈その他の団体であると 

き 

ハ 法⼈でその役員のうちに暴⼒団員に該当する者があるもの 

（９） 利⽤に関し、暴⼒的要求⾏為、⼜は合理的な範囲を超える負担を求める⽅ 
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（ご利⽤について） 

 第３条  次の事項をよくお読みになり、当サウナをご利⽤ください。 

（１） １回２時間の時間制です。 

（２） ⽔着を着⽤の上、ご利⽤ください。ドミトリー（相部屋）プランでは、混 

浴となります。 

（３） 施設内は⼟⾜禁⽌です。履物を下⾜棚に⼊れて、館内スリッパに履き替え 

てください。 

（４） ご利⽤開始時間の１０分前までに２階正⾯⽞関、フロントにて受け付けを 

済ませてください。 

（５） 地下階の⾵呂脱⾐所で⽔着に着替えてください（サウナ前のお⾵呂も可能

で 

す。） 

（６） 地下階の出⼊り⼝からサウナ棟の⼊り⼝まで、及びその屋外周辺は、屋外

スリッパになります。館内スリッパをスリッパ⽴てに掛けていただき、屋

外スリッパに履き替えてください。 

（７） サウナ棟の構造は⼿前が前室、その奥がサウナ室となっています。前室に 

タオル等の⼩物を置くことができます（貴重品を除く。貴重品の保管につい 

ては、⾵呂脱⾐所に設置してある貴重品ロッカーをご利⽤ください。） 

（８） サウナ室にはサウナマット（バスタオル）を⽤意していますので、ご利⽤ 

ください。 

（９） サウナ浴の後、⽔⾵呂に⼊浴される場合は、必ずシャワーで⾝体の汗など 

を洗い流してからご利⽤ください。 

（１０） サウナ棟へ⼊る前に、必ず⾝体の⽔気をよく拭き取ってください。 

（１１） ご利⽤後はサウナマット（バスタオル）等を、館内に設置してあるリネ 

ン袋に⼊れてください。 

 

（ご利⽤上の禁⽌事項） 

 第４条 当サウナでは、次の⾏為を禁⽌しています。ご利⽤中に当該禁⽌事項の⾏為⼜ 

はそのおそれがある場合、サウナの利⽤を中⽌していただき、退去していただき 

ます。 
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（１） 飲酒及び酒気を帯びた状態での利⽤ 

（２） 喫煙（館内は禁煙です。） 

（３） サウナ棟及びその屋外周辺での排泄⾏為（館内のトイレをご利⽤くださ 

い。） 

（４） ⽔着を脱ぐ⾏為 

（５） サウナ室への可燃物（タオル以外）の持ち込み 

（６） サウナストーブへの接触 

（７） 過度なロウリュ（適度な量をバケットにて提供しています。） 

（８） 他のお客様への著しい迷惑を及ぼす⾔動 

 

（施設の破損・汚損・破壊について） 

 第５条 利⽤前に施設の破損・汚損を発⾒された場合、速やかにスタッフまでご連絡く 

ださい。 

２ 通常の利⽤で想定し得ない破損・汚損・破壊があった場合、その損害を賠償し 

ていただきます。 

 

（その他の注意事項） 

 第６条 その他の注意事項について、次のとおり定めます。 

（１） 貴重品、個⼈所有物に関しては、各⾃で管理してください。 

（２） サウナ室への持ち込みについて、個⼈所有物を持ち込んだことが原因で 

の事故、故障・破損については、当サウナでは⼀切の責任を負いません。 

（３） お客様の個⼈所有物が当サウナに置き忘れられていた場合において、そ 

の所有者が判明したときは、当サウナは当該所有者に連絡するとともにそ 

の指⽰を求めます。ただし、所有者の指⽰がない場合、⼜は所有者が判明 

しないときは、所有権を得た後に処分します。 

（４） 天候の状況、地象の変化、⽕災や事故、その他お客様の安全が確保でき 

ないと判断した場合、営業を中⽌します。 


